R4 八重山教育事務所様式
R8 八重山教育事務所様式
 特別活動 学級活動(1)   
第○学年　学級活動学習指導案
令和○年○月○日（　）○校時
○年○組　計○名　　　　　　
授業者　○○　○○ 　　  　 

１　校内研究テーマ　
※中堅研では「特定課題研究テーマ」、２年研では「課題研究テーマ」とする。※提出時にはこれを削除




※校内研究テーマの下に、校内研究テーマとの関わり、「『自立した学習者』育成プロジェクト」との関わりを記載する。※提出時にはこれを削除




２　議題名　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　学級活動(１)－○
 学級活動(1)において、児童生徒によって提案される話合いの内容を「議題」という。
 学級活動(2)(3)において、年間指導計画に即して設定したものを「題材」という。※提出時にはこれを削除


３　議題について
⑴　児童（生徒）の実態

⑵　議題設定の理由

⑶　指導観


４　第○学年及び第○学年の学級活動（１）の評価規準
	よりよい生活を
築くための知識・技能
	集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現
	主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

	

ここで示す観点はあくまで例示である。
各学校で定めた評価の観点に基づき、発達段階に応じて評価規準を設定する。
※提出時にはこれを削除







	








	












５　事前の指導と児童（生徒）の活動　
	日時
	対象
	児童（生徒）の活動
	指導上の留意点
	◎目指す児童(生徒)の姿
【観点】〈評価方法〉

	 ○月○日
放課後
	計画委員会

	

	

	


	 ○月○日
帰りの会
	全体

	

	

	


	

	

	

	

	





６　本時の指導と児童（生徒）の活動
⑴　ねらい



⑵　展開
	議　題
	


	議題設定
の理由
	


	決まって
いること
	


	話合いの
めあて
	「話合い活動」のめあて　※提出時にはこれを削除




	段階
	話合いの流れ
	児童（生徒）の活動
	◎目指す児童(生徒)の姿
指導上の留意点
【観点】〈評価方法〉

	導
入
( )
分
	１ はじめの言葉
２　司会グループの紹介
３　議題の確認　　
　・議題設定の理由
　・決まっていること
４ めあての確認　
５ 教師の話
	







	








	展
開
( )
分
	６　話合い
(1)解決方法等の話合い

(2)解決方法の決定



	







	

 






	終
末
( )
分
	７　まとめ
　
８　振り返り

９　教師の話

10　おわりの言葉

	







	








	
	
	
	



⑶　板書計画
	








７　事後の指導と児童（生徒）の活動　　
	日時
	児童（生徒）の活動
	指導上の留意点
	◎目指す児童(生徒)の姿
（観点）【評価方法】

	 ○月○日
 帰りの会
	

	

	


	 ○月○日
　○校時
	

	

	





８　その他の資料　※ワークシート、学級会ノート、シナリオなど
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